
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
  長い夏休みが終わりましたね。みなさんはどのようにすごしましたか。 

 

  私は，夏休みの始めに，高校生の頃の同級生４人と旅行に行きました。高校時代，私は 

寮で生活していました。寮で一緒にすごした同級生は１１人でした。とても厳しい寮で， 

門限は１８時００分，部屋は先輩方と３人部屋，細かいルールがたくさんあり，生活は窮 

屈な部分もありました。でも，３年間同じ寮ですごした仲間とは，まるで姉妹か家族のよ 

うな関係で，ありのままの自分でいられる仲間になれました。そんなお互いに何でも知っ 

ている友だちと高校生以来の旅行でした。３０数年も経っているのにそんなことを感じず 

話もはずみ，楽しい旅でした。 

  しかし，３０数年も経っているので，お互いに考え方や人生で大事にしていることが昔 

と違い，また，仕事の職種が違うことで，今起こっている事柄に対する考え方も違い，そ 

れが楽しかったり，ちょっと寂しかったりしました。ただ，ありのままで遠慮せずに気持 

ちを言い合えることには，幸せを感じました。 

 

さて，今はそんな私も，寮に入る前の中学生の時期は，孤独を感じていましたし，今考 

えるとしょうもないことで，くよくよ悩んだりしていました。 

 

  中学生の時期は，自分ってなんだろうとか，自分は友だちからどんな風に見られている 

のだろうと自分について考える時期です。自分だけでなく，友だちも，言葉には出さなく 

てもそんな風に考えている時期です。ですので，友だちとの人間関係にお互いに迷ったり 

自分に自信がなくなったり，孤独を感じたりすることがあります。だけど，それは思春期 

だからです。思春期には，ほんの少しのホルモンの作用で，そういうことが起こりえます。 

 

でも，それを乗り越えたら，ありのままの自分で友だちといられるすべを見つけられる 

と思います。 

保健室では，そんな気持ちになれるお手伝いをしたいと思っています。 

保健室からのつぶやき 


